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7看図アプローチ協同学習で克服する和食給食食べ残し
―授業モデルの提案―
Cooperative learning using the Kanzu （picture） method:
How to resolve the issue of leftovers in traditional Japanese school lunches
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主食  8 回  5 回
主菜  1 回  2 回
副菜  5 回  1 回























































































































ジュアルテキスト）は図 2 ・ 3 である。これらは本論
文の第 4 筆者石田が制作したオリジナル作品である。
図 2 　 1 枚目絵図
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　授業は 5 つのステップに分けて構成した。各ステッ
プの内容を図にまとめておく。
図 4 　ステップ 1 
図 5 　ステップ 2 
図 3 　 2 枚目絵図
図 6 　ステップ 3 
図 7 　ステップ 4 
図 8 　ステップ 5 
Ⅲ－ 5 　授業の実施と学習者等
　このモデルに基づく実験授業を 2 回行った。学習者


























　本研究で構成した授業は，ステップ 4 と 5 が給食の
喫食につながる重要な内容を含んでいる。そこでス









































S   1 週間ぶりに食べた。
T  癒されている。 1 週間何？
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T  三角食べ。あ，これはあるね。 1 年生のときから
言われてるよね。
S  はい。




















































































































鹿内信善　2015c「看図アプローチへの招待　 1  　授業に
協同学習を取り入れたいのですが～それなら看図アプ
ローチです」『看護教育』第56巻 1 号　pp.50-54
鹿内信善　2015d「看図アプローチ協同学習による幼稚園教
育実習事前指導」『協同と教育』11号　pp.7-13
